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はじめに　
本稿は二〇一〇年に発表したギリシアの初期鉄器時代に
関する資料および研究動向の続編であ
る（１）
。前稿において記
載しえなかった文献をも含めて、二〇一〇～二〇一四年にかけて公にされた初期鉄器時代に関する業績を中心に紹介していく。ただし紙幅の都合上取り上げることができなかった業績も多く、それらに関しては他日を期すこととしたい。
本邦における初期鉄器時代研究は前稿執筆時と大差は
なく、私見ではあるが「未 揺籃期にも達していない」
いう状態に変わりはな
い（２）
。本稿において当該期の研究およ
び調査動向を紹介することにより、我が国におけるこの時代に関する研究の促進にささやかながらも寄与することを目指したい。
以下、 「１
　
総説」において研究業績や論文集など当該
期に関する重要文献に関して、そして「２
　
遺跡と資料」
において各遺跡の調査および資料報告 ついて記していく。１
　
総説
　
初期鉄器時代のギリシア世界を理解するに際して、青銅
学界動向
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器時代終末期から鉄器時代への移行期に社会がどのように変化したかを把握することが重要であるということに関しては、言を俟たない。そこで本節においては、鉄器時代への移行期と初期鉄器時代の二つの項目に分けて記していきたい。（１）青銅器時代終末期および鉄器時代への移行期　
まず概説としては、青銅器時代に関する初学者向けの著
作の中に、青銅器時代終末期および鉄器時代への移行期に関する章がさかれているものがある（
D
ickinson 2010, 
Jung 2010 ） 。近年、当該期に関しては遺跡または地域ご
との研究が進展し精緻化しつつあるが、これらの概説は現時点における調査および研究成果の把握やそれらの動向に関する大きな流れをつかむことを可能としてくれよう。
また鉄器時代への移行期に焦点を当てた業績として注
目されるのが、オーストリアで開催さ た国際的なワークショップの報告論文集である（
D
eger-Jalkotzy &
 Bächle 
2009 ） 。このワークショップは、青銅器時代の最終期つま
り後期青銅器時代ⅢＣ期に関する各遺跡の情報および意見交換を目指して、三回にわたってウィーン かれ研究発表および討論会である。各回とも著名な研究者が名を連ねており、その成果は評価されてしか べき あ
る。二〇〇一年に第一回目が（
D
eger-Jalkotzy &
 Zavadil 
(eds.) 2003 ） 、そして二〇〇四年には後期青銅器時代Ⅲ
Ｃ中期にテーマを絞った第二回目が開催された（
D
eger-
Jalkotzy &
 Zavadil (eds.) 2007 ） 。その後二〇〇七年に青
銅器時代から鉄器時代への移行期に焦点を当てた第三回目すなわち最終回が行われ、その報告論文集 二〇〇九年に出版された上記の文献である。この著作 はギリシア各地の遺跡に関する論文が幾つもおさめられており、当該期に関する研究を全体的にレベルアップすることに大きく寄与したと見なしてよい。　
この論文集の業績のみならず学界全体の昨今の傾向とし
て、青銅器時代終末期から鉄器時代にかけての移行期ける編年体系に関して活発 議論が展開されている とが指摘される。とりわけかつ 編年区分そ ものを廃止することも提案された亜ミケーネ期 しては未だ 困難な問題が多く、研究者の関心は絶えない（
Ruppenstein 2003, 
2009, Papadopoulos, D
am
iata &
 M
arston 2011 ） 。また
同様にクレタ島の亜ミノア期にも議論があり
H
allager 
2010, D
’Agata 2011 ） 、今後の研究の進展に注目していき
たい。
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（２）初期鉄器時代
最初に前篇において紹介できなかった重要文献として、
Ｓ・ラングドンの
“Art and Identity in D
ark Age G
reece, 
1100-700 B
.C
.E
. ” （
Langdon 2008 ）について記しておき
た
い（３）
。これは初期鉄器時代における土器の図像学的研究に
おいて、従来の伝統を打ち破る新しい視座を提供した画期的な著作である。 主張の根幹には、幾何学文様期の土器の図柄には明確な社会的メッセージが込められており、それを伝え ためにテーマが選択されて描かれたという独自 見解がある。かかる前提の上に、土器をはじめとする幾何学文様期の作品を理解するためには、誰が何のために注文し、そしてそれが何 ために制作され使用されたのか いうことを考察する必要があると強調する。またそのような図柄が描かれた土器を多数 人たちが見る機会は誕生や成人、結婚や死など通過儀礼と称すべき儀式であったと推察されることから 人生の節目に行われ ような儀式において土器などの作品が示すメッセージ まず家の中で確認され、さらにはそれ 社会全体 規範となり公的意味を帯びるようになっ 意見 展開 。　
幾つか具体例を記そう。大英博物館が所蔵する幾何学文
様期の土器に、大型船のかたわらで男性が女性 誘拐しようとしている図柄が描かれて るも がある（図１） 。従
来これは神話の一場面かまたは実際に起こった出来事かと推測されており、長年にわたってそのどちらであるかが議論されてきた。しかしラングドンは全く異なる解釈を提示する。氏によ ば男性が女性を力で支配し連れ去るという誘拐の図柄は結婚を象徴的に示唆するものであり、この土器は婚礼にかかわるものであったという。　
またティリンス（地図①）出土の土製の盾（図２）につ
いても、 新しい解釈を提案している。この遺物の表面には剣を片手にアマゾンと戦う男性が描かれている。男性 左手でアマゾンのヘルメットをつかみ、そ て右手 持つ剣を今まさに振りおろそうとしている。一方のアマゾ もやりをかまえて反撃ないしは抵抗する姿勢を示しており、緊迫した状況であることが見て取れ この図像に関しングドンは、アマゾンという女性の怪物 倒す と 少年が大人へと成長するための通過儀礼におい 重要な意味を有していた、すなわち怪物 倒した英雄として成人 社会の仲間入りを果 すことを象徴していたと指摘する。　
このような議論をとおして、ラングドンは以下のような
結論を導き出す。ポリス 立期に社会が変化する 伴 エリート階層におい は婚姻が社会的重要性を帯びるよ になった、それと同時にジェンダーによ 差異や区分も確立していった、すなわちそれ 男性の優位や支配 意味し
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そして土器などの図柄はかかる社会構造に根差した理念やイデオロギーを明確化さらには正当化するものであっ 。幾何学文様期の図像表現は、成人していく過程 おいて身につけるべきそれぞれのジェンダーにふさわしい役割や特性、つまり男性には英雄的な行動規範や倫理観、そして女性に対しては結婚の重要性 示すものであった。　
このラングドンの著作は、幾何学文様期の図像分析に関
して従来とは異なる視座を提供したという意味におい 、新しい時代を切り開いた業績と言える。幅広い知識に裏うちされた氏の分析には整合性が認められ、議論 上 破綻している要素は見当たらな と言ってよい。ただし状況証拠のみを幾つも積み重ねるような論法であり、氏 見解を証明するための決定的な材料が存在しないことが弱点であろう。したがってその結論にはおそらく慎重な姿勢で応じることが求められるが、 かしこのような斬新な意見を発表したという事実そのものは十分 賞賛 あたいする。さらに、具体的な社会像が把握 にくい初期鉄器時代に関して、当時の人たちの人生や生活を具体的 イメージすることの重要性を示した功績は大き 。この著作は、今後の初期鉄器時代研究において、重要な位置 占めるこ なるであろう。
ところで、近年この時代に関しては献呈論文集やシン
ポジウムなどの報告論文集が相次いで出版されている。それらに所収されている個々の論文は特定の遺跡を扱っているものが多く、またたいていの場合は厳しい紙幅の制限がある中で執筆されたものと思われるが、論文集全体を通して見てみると学界全体の動向が浮かび上 ってくるとも言える。
かかる論文集の中でまず取り上げるべきは、二〇〇一
年に他界したＷ・Ｄ・Ｅ・クルソンへ 献呈
“The 
“D
ark Ages” R
evisited” （
M
azarakis Ainian (ed.) 2011 ）
である。クルソンは在アテネアメリカ古典学研究所の所長を長らくつとめ、また初期鉄器時代 関する業績 してはメッセニアやクレタの調査や研究 知られる著名な考古学者である。おそらく の小著（
Coulson 1990 ）に
ちなんでタイトルが けられたと思われるこの論文集には、六〇を超える初期鉄器時代に関する論文がおさめられている。そしてそれらを読んでいくと、いかに多くの調査やプロジェクトがギリシア各地で進行中であ か、またはその報告が待たれる状況であるかを如実に見 取ることができる。一昔前のアテネ中心部と ルゴリス、そしてエウボイア島 レフカンディ（図４⑤）ば りが注目された時代とは隔世の感があろう。当該期に関する現今の調査および資料動向を把握するに 必須の文献 。
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同様に有益な業績が、幾何学文様期の編年体系の基礎
を築いたＪ・Ｎ・コールドストリームにささげられた論文集
“C
yprus and the Aegean in the E
arly Iron Age: The 
Legacy of N
icolas C
oldstream
” （
Iacovou (ed.) 2012 ）で
ある。ギリシアに関する論考もあるが、タイトルから察せられるようにキプロスに焦点を当てたものが多い。現在ではギリシアの初期鉄器時代に関心を抱く者は 同時代のキプロスに関しても目配りをしていくことは当然 こととして求められてい と言っても過言ではない。東地中海世界の中でのギリシアとい 視座から初期鉄器時代を考えるに際して、この著作の重要性は大きいであろう。
また
“Early Iron Age Pottery: A Q
uantitative Approach”
（
Verdan, Theurillat &
 Pfyffer (eds.) 2011 ）という初期
鉄器時代の土器に関する数量分析をテーマに掲げた業績も出版された。二〇〇八年一一月 ギリシア あるスイスの研究所で開催された討論会（
Round Table ）をもとに出版
された著作である 扱われ いる遺跡や地域はこの時代の研究においては著名なところばかりであるが、土器の数量分析というテーマから推察されるように他の論文集に うかがえない傾向の業績が多い。
２
　
遺跡と資料
　
本項では、地域および遺跡ごとに調査や資料の報告など
について簡潔に紹介していく。ただし近年この時代に関する文献は夥しい数にのぼっており、そのすべてを取り上げることは不可能である。そこで、筆者がとりわけ重要であると思われる地域に関して焦点を絞りたい。以下、アテネおよびアッティカ、中部ギリシア、サロン湾、キュクラデス諸島、クレタ島、東方諸地域、アルバニアの順に記していく。これらの地域以外の、または本文中において扱うことができなかった文献は表にまとめてあるので、それを参照されたいアテネおよびアッティカ　
初期鉄器時代に関する調査および研究において一九世
紀以来絶えず中心的な立場にあ アテネおよびアッティカに関しては、緊急発掘の調査報告も含めて、未だに資料が増加している（たとえば、
K
akavogianni et al. 2009, 
Petrou et al. 2009, Papaphloratou 2010, G
alanakis 
2011, Skilardi 2011 ） 。その中でもとりわけ注目されるの
が、かねてより資料の存在が知られていながら詳細が不明であったプラトンのアカデメイア（
M
azarakis Ainian 
&
 Livieratou 2010, M
azarakis Ainian &
 Alexndridou 
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2011 ）とマラトン（地図④、
M
azarakis Ainian 2011, 
Vlachou 2011 ）に関する業績が発表されたことであろう。
両者ともにこの時代のアッティカにおいて重要な存在であるが、とりわけのちにプラトンの学園が建設されたことで知られるアカデメイアと通称される遺跡からは 「聖なる家」と称される遺構が出土しており、アカデモス信仰との関連など議論の的となってきた。アカデメイアからは墓も出土しているためその資料も含めて「聖なる家」 性格を検討する必要があり、より一層の研究 進展を期待したい。　
さらに特筆にあたいするのが、エレウシス（地図②）に
おける宗教の連続性に関す Ｍ・Ｂ・コスモプーロスの論文である（
Cosm
opoulos 2014.  さらに
cf. Cosm
opoulos &
 
Ruscillo 2014 ） 。エレウシスは初期鉄器時代におけるアッ
ティカ有数の集落であるこ から、アテネ中心部と 関係を含めてさまざまな課題が議論されてき
た（４）
。その中でミ
ケーネ時代の宗教と初期鉄器時代以降の の関係性または連続性も重要な問題の一つであり、かねてより多くの研究者が意見を発表してい 。このように かまびすしい課題に対してコスモプーロスは未発表資料の分析をも含めた慎重な検討を加えることにより、研究史上 おいてその重要性から言えばおそらく筆頭に言及されるべき良質な業績を発表した。
ミケーネ時代から初期鉄器時代にかけての宗教の連続
性はギリシア全域の聖域や神殿に関して分析や検討が行われている大きなテーマであるが、とりわけエレウシスのデメテルの聖域が注目を集めてきた理由は、後代のテレステリオンの下からメガロンＢという建造物が発掘されたことにある（図３） 。テレス リオンとは宗教儀式に使用される神聖な建物であり、エ ウシスの神域における中核的な存在の建造物である。一方その下から発見されたメガロンＢはミケーネ時代の建物であり、それが宗教関連の施設であったか否か、もしも宗教関連の施設であるならばデメテル信仰およびその祭儀がミケーネ時代にまでさか ぼ 可能性が るかといった点が議論 対象とされてきた。ただしメガロンＢに関す 詳細 資料が未発表であったこ も手伝って、関心の大きさに反して、十分な研究の進展が見られなかった。そのような状況をようやく打破した が、このコスモプーロスの論文であ 。氏の結 によれば、メガロンＢは宗教関連の施設で あったが、そ 信仰 性格は大きく異なり、のちのデメテル信仰と 連続性を認めることには難があるという。
宗教や聖域のみならずすべての要素に関して同様に言
えることであるが、ミケーネ時代または後期青銅器時代から初期鉄器時代への移行に関する研究は、かつてのような
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連続性または非連続性といった二者択一的な視点からの分析ではなく、個々の遺跡や遺構を詳細に検討し、具体的な変化の様子を明らかにすることが現在では求められている（５）
。このコスモプーロスの論文はその好例であろう。
中央ギリシア東部地域　
中央ギリシアの東部一帯地域に関しては、顕著な特徴
が確認されている。それはカラポディ（図４②、
K
aiser, 
Rizzotto &
 Strack 2011, Strack 2011 ）やエラティア（図
４
➀
、
D
eger-Jalkotzy 2009 ）などの資料にうかがわれる
ように、青銅器時代終末期から鉄器時代への移行期に関する研究において重要な遺跡が多いことである（
Lis 2009 ） 。
　
そして同様の傾向を持つ遺跡として近年新たに注目を集
めてい のが、東ロクリスのミトゥルゥである（図４③） 。北エウボイア湾の本土側に接するように浮 ぶ小島であり、現在の大きさはわずか 三三〇（南北）×一八〇 東西）メートル、また最も高い場所でも海抜一二メートルに過ぎない。ただし後期青銅器時代 おいては今よりも海面が低かったと推測されることから 現在に比べれば島の面積は大きかった　
ミトゥルゥではその全域において遺物が確認されてお
り、島全体 遺跡と言ってよい。こ で 一九八〇年代
にアメリカの調査隊が表面踏査を、そして二〇〇四～二〇〇八年にかけてはアメリカとギリシアの合同チームが発掘調査を行った。その結果、この島は新石器時代以来の長い歴史を有する重要な遺跡である とが明らかとなった。さらに青銅器時代に関しては初期、中期 後期と通時的に使用されていたことが認められている。
本稿の関心において重要なことは、ミトゥルゥにおけ
るミケーネ文化崩壊後の後期青銅器時代ⅢＣ期から鉄器時代初期である原幾何学文様期にかけて 資料 。途切れることなく人的活動の痕跡が残されていることから 最終報告が発表されればおそ く土器の編 研究などに有益な資料となるであろう。また原幾何学文様 に入ってからは新しい建物が建立されたり、そ 以前の建造物の内部に墓が造られたりするなど、社会が変化したことがうかがわれる。さらには、原幾何学文様期の後期に関してはほね貝（
M
urex ）を使って紫色の染料が製造されてい
た痕跡が発見されており、当時の人たちの生活実態を示す稀有な事例として注目 れよう。このミトゥルゥ 調査成果の詳細 明らかにされた暁には、青銅器時代終末期から初期鉄器時代前半期における社会変化 実態をつぶさに観察できる貴重なデータにな 期待される（
Van 
de M
oortel 2007, 2009, Van de M
oortel &
 Zahou 2005, 
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2011, 2012, K
ram
er-H
ajos &
 O
’N
eill 2008, Tsokas et al. 
2012, K
arkanas &
 Van de M
oortel 2014 ） 。
さらにこの一帯に関しては、 『イリアス』 （第二巻
五三一～五三三）にも言及があるキュノス（図４④）に関する業績も発表されている（
D
akoronia 2003, 2007, 
D
akoronia &
 K
ounouklas 2009 ） 。
これらの遺跡の資料を検討した上でこの地域全体の特
徴について論究していくことが肝要であると思われるが、とりわけ、なぜこの一帯からは青銅器時代終末期から初期鉄器時代 かけ 中断されることなく使用されている遺跡が多いのか、 その背景を探求していくことが求められよう。サロン湾
サロン湾は初期鉄器時代研究において、近年とみに注
目されるようになった地域である。そ 要因の一つはアイギナ（地図⑥）に関する報告書が出版されたことにある（Jarosch-Reinholdt 2009 ） 、それのみならず、カラウレイ
ア（地図⑤）における調査でこ 時代の資料が出土していることが大きな理由である。
アンフィクティオニアの存在やデモステネスの終焉の
地として知られるカラウレイアには著名なポセイドンの聖域があり、既に一九世紀にスウェーデンの研究者により発
掘調査が手がけられていた。それから一世紀ほど経過した一九九七年に、やはりスウェーデンの調査隊により本格的な調査が再開された。翌一九九八年、ポロスで開催された国際的なシンポジウムにおいてスウェーデンを代表するギリシア考古者であるＲ・ヘイグが青銅器時代のカラウレイアについて（
H
ägg 2003 ） 、また当時在アテネスウェー
デン研究所所長の座に ったＢ・ウェルズがポセイドンの聖域における新しい調査に関して発表を行うと（
W
ells 
2003 ） 、その成果に大きな期待が寄せられるようになる。
それに応えるかのように二一世紀に入ってから ほぼ数年おきに報告論文が出されており（
W
ells, Penttinen, 
H
johlm
an &
 Savini 2005, W
ells, Penttinen &
 H
johlm
an 
2006-2007, Penttinen &
 W
ells 2009, A
lexandridou 
2013 ） 、とりわけ二〇〇七年 調査では後期青銅器時代の
レシェフ像がヘレニズム時代のコンテクストから出土したことで注目された（
W
ells 2009 ） 。
初期鉄器時代に焦点を当てた文献としては、先に記し
たクルソンへの献呈論文集にウェルズが当該期の資料を簡潔にまとめた業績を発表している（
W
ells 2011 ） 。初期鉄
器時代における聖域 発達、青銅器時代との連続性に関する問題、アテネやアルゴリスとの対外関係など、カラウレイアの聖域の資料はさまざまな課題を提供している。今後
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の調査および研究の進展を見守っていきたい。キュクラデス諸島　
キュクラデス諸島においてはかねてより調査および研究
が盛んであるが、その傾向は近年においても衰えを知らず、幾つもの島々について報告および研究論文が発表されている。たとえばアンドロス （
M
cLoughlin 2011 ） 、
テノス島（
K
ourou 2008b, 2011, G
ros 2011 ）やナクソス
島（
Charalam
bidou 2008-2009, Zapheiropoulou 2011, 
Reber 2011 ） 、デロス島（
Earle 2010 ）などに関する業績
が言及されよう（地図参照） 。
ところで、前篇においても若干の言及を
し（６）
、また初期
鉄器時代よりも前古典期が主要年代ではあるが、神殿から豪華な遺物が出土したキュトノスに関してあらため 記しておきたい。ケア島の南に浮かぶキュトノスは（地図参照） 、テッサリア大学 Ａ・マザラ ・アイニ の調査により一躍脚光を浴びるようになった島である。マザラキス・アイニアンのチームは一九九〇年代より表面踏査を開始し、島の西岸中央部に位置する古代の都市キュトノスにおいて幾つかの聖域を確認した。そ てそのうちの一つの神殿において二〇〇二年から発掘調査を開始し、前古典期を中心とする豪奢な奉納品が多数出土するという目覚ま
しい成果をあげた。金や銀、象牙製品や他地域からの搬入品など贅沢な品が豊富に発見されたことにより、今やこの島は前古典期における聖域研究において、ギリシア全域を視野に入れても、第一級の資料を提供する存在と目されるようになった。さら また本稿の対象である初期鉄器時代に関する資料も出土していることから、この時代におけるキュトノスの具体像が解明されることも期待されよう（M
azarakis Ainian 2005, 2009, 2010, M
azarakis Ainian 
&
 M
itsopoulou 2007, さらに
cf. M
itsopoulou 2010 ） 。
そしておそらくこのキュトノスにおける群を抜いた発
掘成果と関連があると推察されるが、キュクラデス諸島における前古典期の聖域に関してマザラキス・アイニアンを中心とするプロジェクトが企画され （
M
azarakis 
Ainian 2013 ） 。それにより幾何学文様期から前古典期に
かけてのキュクラデスの聖域に関しては近年かつ な ほどの関心が喚起されていると言え 。
このように前古典期に関する研究が進展しつつあるこ
とは、当然のことながら初期鉄器時代に関するそれに 大きな影響をもたらすことは必至である。今後の調査や研究成果を括目して待ちたい。
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クレタ島
初期鉄器時代研究において最重要地域の一つであ
るクレタ島に関しては、表に記載してある通り、幾つもの業績が発表されているが、何よりも
“K
reta in der 
G
eom
etrischen und A
rchaischen Zeit” （
N
iem
eier, Pilz 
&
 K
aiser (eds.) 2013 ）が出版されたことが注目されよう。
ドイツの考古学研究所が二〇〇六年に開催した国際的なコロキアムの報告論文集であり、クレタの調査や研究に携わっている著名な研究者 顔をそろえている。近年とみに関心が高まりつつあ の前古典期に関する業績が目立つが、たとえばエレウテルナの報告書（地図⑦、K
otsonas 2008 ）で知られるＡ・コツォナスの原幾何学文
様期Ｂ～東方化様式の土器に焦点を当てた論文のように（K
otsonas 2013 ） 、初期鉄器時代に関連がある論考も幾つ
もおさめられている。
さらに特筆にあたいするのは、クレタの専門家であ
るＳ・ウォラスの顕著な活躍である（
W
allace 2010a, 
2011 ） 。とりわけ氏の研究の集大成とも見なしえる
“Ancient C
rete: From
 Successful C
ollapse to D
em
ocracy’s 
A
lternatives, Tw
elfth to Fifth C
enturies B
C
” （
W
allace 
2010b ）は当該期に関心を抱く者にとっては必読の書であ
ろう。該博な知識をうかがわせる労作であり、初期鉄 時
代から前古典期にかけての大きな時代の流れをつかむに際して有益な著作である。ただし、不注意なミスをも含めて細部に関しては慎重さ 欠 る傾向が散見されるため、参照するに際しては注意が必要である。東方諸地域　
初期鉄器時代のギリシア世界におけるキプロスやフェニ
キア人との関係の重要性は、 現在では広く認められている。そして研究史上かかるテーマにいち早く着目した考古学者の一人が、Ｊ・Ｎ・コールドストリームである。氏は終生変わることなくこの主題に関心を抱き続け、晩年 至っもフェニキア人に関する論考を発表していた （
Coldstream
 
2011 ） 。
このような事実に鑑みれば至極当然とも言えるが、先
に記したコールドストリームへの献呈 文集（
Iacovou 
(ed.) 2012 ）にはキプロスやフェニキア人に関する論文が
幾つもおさめられており、東方世界から初期鉄器時代のギリシアに たらされた影響や東地中海方面 ギリシアとの関係に いてあら め 考えさせられる契機となった。一例のみ言及して くと、Ｎ・クールーの論文（
K
ourou 
2012 ）はキプロスおよびフェニキア人とギリシア世界と
の関係を示す資料を手際よ まとめてあり有益である。さ
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らにクールーには他の業績もあり、同種のテーマに関する研究をレベ アップさせたと見なしてよい（
K
ourou 
2008a, 2009 ） 。
またロドスとコスにおけるフェニキア人との関係
を探求する論文も発表された（
Bourogiannis 2013 ） 。
一九六九年にコールドストリ ムがロドスにおけるフェニキア人の居住の可能性 指摘した論文を発表して以来（Coldstream
 1969 ） 、この一帯はクレタと並んでギリシア
におけるフェニキア人に関する議論の中でも重要な位置を占めている。現今の資料および研究 ルでこれらの島々のフェニキア関連資料を見直す論文が出されたことは喜ばしい。
一方小アジアに関しては、何よりもエフェソスが注目
されよう。エフェソスに関してはシンポジウム おける報告などで近年その資料の存在が広く知られてい が（たとえば、
K
erschner 2011 ） 、報告書が出版されたことによ
り詳細な検討が可能となろう（
K
erschner, K
ow
alleck &
 
Steskal 2008 ） 。またトロイ（
Aslan, K
ealhofer &
 G
rave ）
やコロフォンに関する業績も出され（
M
ariaud 2011 ） 、こ
の周辺地域一帯の時代像の解明が期待され
アルバニア
ギリシア以外の地域で近年より一層注目されるように
なった場所が、 ルバニアである。アルバニアのアドリア海に面した海岸地域一帯にはアポロニアやエピダムノスなどギリシアの著名な植民市が存在しており、前古典期における植民活動に関して重要な地域であることは周知の事実である。たとえば二〇〇三年にはエピダムノス周辺地域における表面踏査の報告が『ヘスペリア』に報告されており（D
avis et al. 2003 ） 、この地域に対する関心はかねてより
高かったと言え であろう。 だし、アテネのアゴラやカルキディケーのトロネの調査を手がけ、現在初期鉄器時代に関して最も活躍している研究者の一人と目されるＪ・Ｋ・パパドプロスが二〇〇四年以降アルバニ の内陸部において発掘調査を展開し ことにより、従来とは異なる新たな関心が呼び起された。
パパドプロスが発掘した遺跡は、アルバニアの中央か
ら見て南西方向に位置するロフケンドである。北東部 やや狭まった楕円の形をしてい なだらかなマウンド状の遺跡であるが、長年にわたる居住の痕跡が層状に堆積した中近東のテルとは異なり、ロフケンドは多数の墓が出土している塚（トゥムルス）であ 。大きさは二〇・五四×一〇・五四メー ルで比較的小ぶりと報告されているが、
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それでも合計で一〇〇基以上の墓が出土している。しかも一つの墓に二～三名の遺体が葬られる複数葬の遺構が多数あるため、発見された遺体は一五〇人を超えるという。埋葬方法は幾つかの例外をのぞいて土葬であり、また時代に関して言えば 後期青銅器時代のものも含まれていが、大半が初期鉄器時代に属する。 （
Papadopoulos 2006, 
Papadopoulos, B
ejko &
 M
orris 2007, Papadopoulos, 
Bejko &
 M
orris 2008 ） 。
ロフケンドの遺物の中にはギリシア世界との関連性や
類似性をうか わせるものが出土しており （
Papadopoulos 
2010a ） 、ギリシアを専門とする立場から言えば、北方地
域との関係の重要性をあらためて認識させられる成果が提出されたと見なし得よう。
とりわけ二〇一〇年に『ヘスペリア』 報告されたフィ
ブラは、わずか二例ではあるが、注目にあたいする（図５） 。針を留める部分が特殊な形 したアーチ状のフィブラであり、従来知られていなかった新しいタイプである。パパドプロスはこれを「ロフケンドタイプ」と命名し、他遺跡から出土した同様の遺物もあわせて報告 た。それによると北西ギリシアのリアトヴニからも「ロフケンドタイプ」が発掘されていた ただしリアトヴニ 場合は針を留める部分だけの断片的な遺物であり、さらに まりにも
特異な形状であるために、従来はそれがフィブラであるとは認識されていなかったという。このように全体的な形や用途が不明であったギリシアの遺物がロフケンドの調査により明らかになったという事実は、とりわけ北西地域に関しては、ギリシアの初期鉄器時代を論じるに際してアルバニアの資料にも意 を向けることの必要性を物語っている（Papadopoulos 2010b ） 。
ロフケンドの調査はバルカン半島の一画にあるギリシ
アという視点から初期鉄器時代を分析することの重要性を提供することになった。ＤＮＡ分析も含めてそ 成果はギリシアを専門とする研究者にとっても有益な業績になる期待されており、 詳細が発表されること 心待ちにし い。また近年北西ギリシアの初期鉄器時代に関する報告が徐々に増加しつつあるこ を考え と（たとえば、
Vasileiou 
2011 ） 、ギリシアとアルバニアとの関係を探求する同様の
方向性を持つ調査や研究が今後さらに進展することが期待されよう。おわりに　
献呈論文集が出版されたことに言及したＷ・Ｄ・Ｅ・ク
ルソンやＪ・Ｎ・コールドストリーム、さらにはアシネを
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はじめとするアルゴリスの諸遺跡やカラウレイアを発掘したＢ・ウェルズなど、この時代の調査や研究を手がけてきた著名な研究者が二一世紀に入ってから相次いで鬼籍に入られた。必然的に、初期鉄器時代研究における世代交代の波が大きなうねりとなって押し寄せつつあることを感じざるを得ない。　
また近年あまりにも遺跡および資料数が増加したため
に、総合的な時代像を描くことがますます困難になりつつある。近年盛んにシンポジウムやワークショップが開催される背景には、情報や意見 交換することにより、多少りともそのような現状を打破しようという危機感があるではないかとも推察されよう。　
上記のようなことから、昨今の初期鉄器時代研究はどう
にか大きな方向性をとらえようと暗中模索をしているような印象を受ける。これからそれがどのように変化していくのか、今のところは予測が難しい。
ところで初期鉄器時代に関する研究ではないが、ギリ
シア考古学においてもようやくＤＮＡ分析が導入されるうになってきた（
Bouw
m
an et al. 2009 ） 。この時代に関
しても、いずれはかかる分析方法が従来 は異 る新たな成果をもたらすことを期待したい。
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補記　
初期鉄器時代研究が今後我が国において発展していくた
めに、急務の課題であると筆者が感じていることが二つある。　
一つは資料に関する基礎的な知識を十分に身につけるこ
とであり、とりわけ土器についてのそれが求められる。その理由は、文字史料がほとんど存在しないこの時代に関しては、遺構や遺物など資料の年代を判断するに際して何よりも有益な手がかりを与えてくれるものが土器であるからである。邦語の文献では、概説書に紹介され い 土器の写真のキャプションなども含めて、誤った年代 記されているものが存在する。その中には、必要最低限の基礎知識さえ疑われる事例さえ含まれている。　
そしてもう一つは、資料や研究状況を総合的かつ網羅的
に把握するということである。ただし、現在の我が国の研究状況では、初期鉄器時代に関する を掌握することは極めて困難であ こともまた事実である。ギリシア 考古学的調査に関する年報としておそらく我が国において最も知られているのは、
British School at Athens
が発行する
Archaeological R
eports  であろうが、これはすべての時代
を扱うものであり、初期鉄器時代に関しては まりにも不
十分である。　
またギリシアの考古局の調査に関しては、かつては
Α
ρχαιολογικ
όν Δ
ελτίον  （以下、
AD
と略）という雑誌に年
報が掲載されていたが長らく休刊となっており、その概要さえ把握できない状況にあった。ようやく二〇一二年に、二〇〇〇～二〇一〇年の発掘に関してはインターネット上に電子書籍とも言える
“2000-2010. Α
π
ό το ανασκ
αφ
ικ
ό 
έργο τω
ν Ε
φ
ορειώ
ν Α
ρχαιοτή
τω
ν”  (Μ
αρία Α
νδρεαδάκ
η
-
Β
λαζάκ
η
 ed., A
th
en
s, 2012 ）が発表された。管轄ごと
に分割されたファイルが何十も列挙されており、総頁数は四〇〇を超える報告である（
http://w
w
w
.yppo.gr/0/
anaskafes/index2.htm
l,  二〇一六年一月二四日接続確
認） 。しかし、かつての
AD
  を見てみると一年分の報告に
もかかわらずより大部なも が存在し、たと ば一九九七年に出版された一九九二年の年 である第四七巻（
AD
 
47, B
’2, Χ
ρονικ
ά 1992, 1997 ）は七〇〇頁を超えているこ
とを考えるならば、一一年分の調査で四 頁強という分量は扱われている調査ないしは資料が相当に限定されていることをうかがわせており、いささか物足りないとも言える。　
それではこのような状況をどのように補っていけばいい
かということが問題となるが、欧米の研究者の場合には、
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未発表資料も含めて、個人的なつながりによって情報を得ている（または交換している）例が多いであろう。論文などに情報源として 「発掘をしている○○氏のご教示による」といった記載がなされる所以であ 。　
一方我が国においては公にされている業績を把握するこ
とさえ困難であり、筆者の場合には、会員となって るギリシアの研究会のニューズレターや個人的に情報を提供してくれる知人などにその多くを負っている。また、どのような文献が公にされているかということがわかっても、それを入手することにさら 多くの苦労を要することが常である。ギリシアで出版 る文献に関してはことさらに困難が大きく、扱っている書店が見つからなかったり、欧米の図書館でも所蔵が限られているも が多い 、そのようなものは個人的なつ を頼ってしばしばＰＤＦや著作そのものを送っていただいたりしている。また雑誌を刊行いる機関に直接問い合わせ 、抜き刷りを恵与していただいたこともある。　
おそらく日本国内でまずできることは、述べるまでもな
いが、インターネットで入手を試みること あり、周知とおり
academ
ia.edu
で検索することはその筆頭にあげら
れよう。さらには、各国の研究機関や調査組織のウェブサイトも有益である。たとえばスウェーデンの著名な学術雑
誌である
O
puscula  (Annual of the Sw
edish Institutes at 
Athens and Rom
e)
のバックナンバーに関しては、無料で
ダウンロードできる論文もある（
http://ecsi.bokorder.se,  
二〇一六年一月一一日接続確認） 。　
また本稿の「サロン湾」の項目で取り上げたカラウレ
イアに関しては、調査組織のウェブサイトにて関連文献が公表されている（
http://w
w
w
.kalaureia.org/en/biblio, 
二〇一六年一月二四日接続確認） 。おそらく今後はこのような傾向が徐々に広がっていくと思われ、遺跡やプロジェクトの名称で検索し み といい ろう。　
ほかに有益な情報を提供してくれるものとして想起さ
れるのが、書評サイトである。初期鉄器時代の著作が取り上げられる可能性がある信頼 足 オ ラインの書評としては、
Am
erican Journal of Archaeology   
の
AJA 
O
pen Access: Book Review
s （
http://w
w
w
.ajaonline.org/
bookreview
s, 二〇一六年一月二四日接続確認）や、
Bryn 
M
aw
r Classical Review
（
http://bm
cr.brynm
aw
r.edu/,
二〇一六年一月二四日接続確認）がある。後者一例をあげるならば、 「クレタ島」の項で言及したＳ・ウォラスの
“Ancient C
rete: From
 Successful C
ollapse 
to D
em
ocracy’s Alternatives, Tw
elfth to Fifth C
enturies 
B
C
” （
W
allace 2010b ）に関しては、やはりその業績を紹
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介したＡ・コォツォナスが評を担当している。初期鉄器時代でもクレタをフィールドとする研究者という極めて専門性の高い立場からのコツォナスの意見や指摘は参考になる（
http://bm
cr.brynm
aw
r.edu/2011/2011-04-52.htm
l, 
二〇一六年一月二四日接続確認） 。これらの書評関連サイトを時折チェックし、当該期に関する新しい業績が書評対象とされていないか確認するといいであろう。　
新刊などの情報という点に関して言えば出版社のサイ
トも有益であり、ここではミケーネの発掘報告のシリーズ（
W
ell B
uilt M
ycenae ）を出版していることでも知ら
れる
  O
xbow
 Books  について言及しておきたい。筆者は郵
送されてくるカタログを見る とが多いが ウェブサイトもある（
http://w
w
w
.oxbow
books.com
, 二〇一六年一月
二四日接続確認） 。
British School at Athens
や
Am
erican 
School of Classical Studies at Athens
といったギリシア
考古学において中核的な役割を果たしてきた研究機関の報告書なども扱われてい 。　
本邦において初期鉄器時代の研究を手掛けるには未だ多
くの困難が存在するが、そ らを克服し、今後は当該期における研究が我が国 も発展していくこ 期待したい。
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鉄器時代への移行期または初期鉄器時代に関する文献
（本文で言及した地域や遺跡は除く）
南エウボイア湾周辺
遺跡またはテーマ 文　　献
エウボイア及びオロポス Charalambidou 2011
レフカンディ Davidson et al. 2010, Mitchell & Lemos 2011, Lemos with Mitchell 201l, Lemos 2012
エレトリア Psalti 2011, Pfyffer & Verdan 2011
アマリュントス Blandin 2011
エウボイアの対外関係 Reber 2011, Mazarakis Ainian 2012
ペロポネソス半島
地域または遺跡 文　　献
イストミア Morgan 2011a
アルゴリス Lantzas 2012
アルゴス Pappi & Triantaphyllou 2011
アカイア／ヘリケ Kolia & Gadolou 2011, Kolia 2011, Gadolou 2011
エリス Eder 2001
オリンピア Eder 2011
上記以外のギリシア本土
地域または遺跡 文　　献
北ギリシア Gimatzidis 2012
カルキディケー／トロネ Papadopoulos 2013
マケドニア／アルモピア Chrysostomou 2011
テッサリア Georganas 2009, 2011
テッサリア／ピルソス Efstathiou-Batziou 2011
テッサリア／ハロス Stissi 2011
テッサリア／ヴロカリヴァ Malakasioti & Tsiouka 2011
デルフォイ Luce 2011
テルモス Papapostolou 2011, 2012
クレタ島
遺跡またはテーマ 文　　献
ラトー Gaignerot-Driessen 2012
カヴーシ Mook 2011, Day 2011b
カルフィ Day 2009, 2011a, Wallace with Mylona 2012
クノッソス Boileau & Whitley 2010
エルテュナ Rethemiotakis & Egglezou 2010
ゴルチュン Santaniello 2011a, 2011b
エレウテルナ Stampolidis 2011, Tsatsaki 2013
スロノス・ケファラ
（シュブリタ）
D’Agata & Boileau 2009, D’Agata, Boileau & De 
Angelis 2012
土器 D’Agata 2011
宗教・信仰 Klein & Glowacki 2009, Prent 2009
クレタ以外の島々
島または遺跡 文　　献
キオス／カト・ファナ Beaumont 2011
ロドス／アギア・アガシ Zerbaki 2011
イオニア諸島 Deoudi 2008
イタカ 2011b
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本稿関連の主要な地名または遺跡地図 
（①ティリンス、②エレウシス、③アテネ、④マラトン、⑤カラウレイア、⑥アイギナ、⑦エレウ
テルナ） 
 
サロン湾 
クレタ 
コス 
ロドス 
ナクソス 
テノス 
キュクラデス諸島 
アンドロス 
デロス 
イオニア
諸島 
キオス 
エウボイア 
エーゲ海 
図４
アル 
バニア 
トルコ 
マケドニア 
ブルガリア 
ペロポネソス 
① 
 
② ③ 
⑥ 
④
⑦ 
⑤ 
キュトノス 
アッティカ 
アルゴリス 
ケア 
本稿関連の主要 たは遺跡地図
（① リンス、②エレウシス、③アテネ ④マラトン ⑤カラウレイア、
⑥アイギナ、⑦エレウテルナ）
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図１ 誘拐の場面が描かれた大英博物館所蔵の土器 
 （大型船のすぐ左側に男性、そのさらに左側に女性が描かれており、誘拐の場面と見なさ
れている。出典：Langdon 2008, 20, fig.1.1） 
 
 
 
図２ ティリンス出土の土製の盾 
図１　誘惑の場面が描かれた大英博物館所蔵の土器
（大型船のすぐ左側に男性、そのさらに左側に女性が描かれており、誘惑の
場面と見なされている。出典：Langdon 2008, 20, fig.1.1）
　
（出典：Langdon 2008, 57, fig.2.1）
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（出典：Langdon 2008, 57, fig.2.1） 
 
図３ エレウシスのテレステリオン平面図 
（内側からメガロン Bが発見された。出典：Cosmopoulos 2014, 403, fig.1） 
 
 
図４ 中央ギリシア東部およびエウボイア島の遺跡 
④
① 
②
③
⑤
⑥
　
（内側からメガロン B が発見さ Cosmopoulos 201 , 403, fig.1）
図４　中央ギリシア東部およびエウボイア島の遺跡
（①エラティア、②カラポディ、③ミトゥルゥ、④キュノス、⑤レフカンディ、
⑥エレア。出典：Kramer Hajos & O'Neill 2008. 165 に加筆）
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（①エラティア、②カラポディ、③ミトゥルゥ、④キュノス、⑤レフカンディ、⑥エレトリ
ア。出典：Kramer-Hajos & O’Neill 2008, 165 に加筆） 
 
図５ ロフケンド出土のフィブラ 
（出典：Papadopoulos 2010, 239） 
図５　ロフケンド出土のフィブラ
（出典：Papadopo l  20 , 2
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註（１）拙稿「ギリシアの初期鉄器時代に関する調査およ
び研究動向
　
二〇〇〇～二〇〇九年」 『地中海学研究』
X
X
X
II 、二〇一〇、 九一‐一一二。
（２）拙稿、前掲文献、一〇二。（３）この著作に関する書評として、拙評「書評：
S.Langdon, A
rt and Identity in D
ark A
ge G
reece, 
1100-700 B
.C
.E
. 」 『古代文化』第六四巻第四号、
二〇一三、 一五三‐一五五。
（４）初期鉄器時代 エレウシスに関する邦語文献として、
拙稿「ポリス成立期のエレウシスとアッティカ」 『史苑』第五七巻第一号、一九九六、 五〇‐七一。
（５）拙稿「鉄の時代へ―ギリシアの初期鉄器時代
に関する研究動向」 『西洋史研究』新輯第三三号、二〇〇四、 一〇四‐ 〇六。
（６）拙稿、註１文献、九九。
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